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　芝浦工業大学は、創立100周年となる2027年に名実ともに“日本の理
工系私学のトップ”、また“アジア工科系大学トップ10”となる目標を掲げ
ています。そのためには、広く社会から評価を受ける必要があります。そ
して、本法人がどのような努力を積み重ねているかを世の中に見てもら
わなければなりません。その一環として、ここに「決算のご報告」をもって
本法人への更なるご理解とご支援を賜りたくご案内いたします。
　2017（平成29）年、芝浦工業大学は創立90周年を迎えました。この年
は、建築学部の新設と附属中学高等学校を新豊洲に移転したほか、大宮
キャンパス総合グラウンドの整備、2019（令和元）年には同キャンパス第
二グラウンド整備も行い、文武両道の人材育成が行える環境を整えまし
た。また、スーパーグローバル大学創成支援事業での中間評価ではA評
価を獲得、大学入試における志願者数でも本学史上最高を記録し、社会
から高い評価を受けることができました。様々な分野でグローバル化や
技術の高度化が進む現代社会において、社会は本学をどのような理由で
求め評価しているのか、改めて建学の原点に立ち返り、さらなる教育の質
向上を目指し教職学協働で新たな挑戦に取り組んで参ります。
　「理工系を目指すなら芝浦工大」「学生採用なら芝浦工大」と皆様から評
価いただき、自信を持ってお薦めいただける理工系私学のトップランナー
を目指し努力して参ります。
　今後の学校法人芝浦工業大学に注目いただき、ますますのご支援ご鞭
撻の程、よろしくお願い申し上げます。
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学校法人 芝浦工業大学

理事長 五十嵐 久也

積極的な情報公開に努めています。
本学のWEBサイトにおいても、財政状況を公開しています。事業報告書や予算
書、財務計算書類等を掲載していますので、詳しくはこちらをご覧下さい。

学生・生徒一人につき
1年間学ぶのにかかる経費

（2018年度決算より）

ごあいさつ

教職員人件費
709,025

教職員人件費
698,407

教職員人件費
722,163 収入

学費（平均）
718,376

補助金等
389,188教育研究・運営費

231,981

施設・設備・図書費
97,784

収入 学費（平均）
745,808

補助金等
382,209教育研究・運営費

258,918

教育研究・運営費
658,430

施設・設備・図書費
84,785

借入返済・利息
62,920

合計
1,810,538円

合計
1,128,017円

借入返済・利息・
その他（将来計画資金等）
21,636

施設・設備・
図書費

149,056

その他（将来計画資金等）
295,378

借入返済・利息・
その他（将来計画資金等）
55,636

合計
1,107,564円

教職員人件費
教育研究・運営費
借入金返済・利息
施設・設備・その他
（将来計画資金等）

教職員に支払われる給料などです。
教育や大学の運営のために使われるお金です。
借りたお金の返済に使われます。
施設の拡充や設備の購入等に使われます。また、
将来のための資金の積立も含みます。

大学 （単位：円）

附属中学高等学校 （単位：円）

柏中学高等学校 （単位：円）

学費（平均）
1,498,028

補助金等
312,510

収入

　学生・生徒1人につき1年間学ぶのにかかる費用（支出）とこれを支える収
入は下記の通りです。収入は、皆さんからの学費、国や地方公共団体等から
の補助金によって賄われています。

TOPIC 3 スーパーグローバル大学創成支援事業の推進
　本事業における本学の目的は、
「世界に学び、世界に貢献する理工
系グローバル人材の育成モデル
を構築し、国内外の大学に波及さ
せる」というものです。事業を通じ、
本学自身のグローバル化、及び世
界の理工系高等教育をより良いも
のにするべく取り組んでいます。
　教育・研究の更なる国際化を図るべく、戦略的に外国籍教員の採用を拡大し、
2020（令和2）年度に英語のみで学士課程を取得できるプログラムを立ち上げ
るべく準備を進めています。英語による開講科目の拡充も図り、2018（平成
30）年度には、開講数は940 科目（前年比+1.8%、全開講科目の19.8%）となり、
これに伴い留学生の数も1,509 人（前年比+16.3%）に増えています。

　創立100周年記念事業の中核
事業として、将来にわたる大学強
靭化の礎を築くことを目的に豊
洲キャンパス第二校舎建設計画
が進行しています。多くの学生、
研究者にとってイノベーティブな
環境を作り、これまで以上に研究
力強化に資する新校舎とすべく、
2022（令和4）年4月の利用開始を目指し、2019（令和元）年11月の本工事
着工を予定しています。

TOPIC 2 豊洲キャンパス第二校舎建設計画の進展

TOPIC 1 大宮キャンパス総合グラウンドの完成
　大宮キャンパスで進められてい
た総合グラウンド 整備 が完了し、
これまで土の野球場(11,600㎡)
と雑木林であった場所を、人工芝
の総合グラウンド(24,300㎡)に改
修し、テニスコート10面(6,600㎡)
の人工芝への改修も行いました。
総合グラウンドは、野球、サッカー、
フットサル、ラグビー・アメリカンフットボール、陸上競技、ゴルフ練習、ランニ
ングなど各種種目に対応し、ミスト散布、夜間照明などの設備を備えました。
これにより、充実した授業、課外活動を通じた文武両道を実現し人間力の向上
を図ります。
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貸借対照表 （単位：百万円）

（単位：％）

収入・支出の推移5年間のグラフ

外部資金の獲得状況

主な財務比率

収入 （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）
（現物寄付を除く）

周年記念事業寄付
研究奨励寄付
上記以外の使途特定寄付

学費

手数料
寄付金

補助金

その他

正しくは「学生生徒等納付金」。
授業料だけでなく、入学金や維持料なども含まれます。
入学検定料や証明書発行手数料など。大半は入学検定料です。
現金のみならず、物品を受け入れる「現物寄付」も含まれます。
国庫および地方公共団体より交付される補助金。
経常的経費に対する一般補助や、採択制の特別補助があ
ります。
受取利息・配当金収入や付随事業収入（公開講座受講料、
受託事業収入など）、資産売却差額および雑収入。

　本法人では、教育研究環境整備充実のため、毎年在学生のご父母や卒業生
などに寄付のお願いをしております。２０１8年度も継続的に募集を実施し、個
人、法人ならびに校友会・後援会や柏中高・附属中高各ＰＴＡなどから、計694
件、金額で3億6千万円の寄付を頂戴しました。本法人では、これらのご寄付
を原資として、奨学基金や将来計画基金を拡充し教育研究環境の一層の充
実を図り、優秀な人材を育成することに努めてまいります。本法人の事業にご
賛同いただき、多くの皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　学校法人芝浦工業大学の２０１8年度の事業活動収入合計は206億円と
なりました。そのうち約73.7％にあたる１51億8千万円が授業料や入学金
などの学生生徒等納付金であり、続いて約11．4％を占める２3億4千万円
が国や地方自治体からの補助金、そして約5．7％の１1億7千万円が入学
検定料などの手数料収入でした。
　一方、事業活動支出合計は186億円でした。内訳は、教員や職員の人件
費が８5億9千万円、教育研究活動の充実のための費用や学生生徒のキャ
ンパスライフを応援する費用などで構成される教育研究経費が83億円な
どとなっています。
　また、学校法人が教育研究活動を永続的に維持していくために必要とな
る校地、校舎、機器備品、図書などの資産の取得にあてた金額もしくはあて
る予定金額（基本金組入額）は事業活動収入の約21．2％にあたる43億6
千万円となりました。各キャンパスで経年劣化に対応した設備更新や利便
性・安全性向上を目的とした施設改修を実施したほか、大宮キャンパスでの
総合グラウンド整備などの事業にも取り組みました。
　私学を取り巻く環境は一層厳しさを増していますが、経費の削減などの
経営努力をしつつ、教育研究環境の更なる向上に向けたキャンパス整備や
諸設備の充実に努めています。

教職員及び役員の人件費。退職金なども含まれます。
教育研究活動のために直接支出される費用や教育研究
環境の維持・整備に関する費用。学生生徒のキャンパスラ
イフを応援する費用も含まれています。
教育研究経費以外の費用。学生募集経費などが含まれます。
借入金等の利息や資産処分時の廃棄差額（除却損）など。
学校法人が、諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために事業活動収入のうちから組み入れた金額。

事業活動収支差額比率
学生生徒等納付金比率
人件費比率
教育研究経費比率
管理経費比率
負債比率
基本金比率

（事業活動収入－事業活動支出）／事業活動収入
学生生徒等納付金／（教育活動収入計＋教育活動外収入計）
人件費／（教育活動収入計＋教育活動外収入計）
教育研究経費／（教育活動収入計＋教育活動外収入計）
管理経費／（教育活動収入計＋教育活動外収入計）
総負債／純資産
基本金／基本金要組入額

2018年度の財政状況 経年比較で見る
学校法人芝浦工業大学 寄付金

（単位：百万円）
私立大学等経常費補助金
その他国庫補助金
地方公共団体等補助金

　本法人では、設置学校ごとに国や地方公共団体から補助金を受けていま
す。国の補助金は主に大学対象、地方公共団体の補助金は主に中学・高校を
対象にしています。特に2018年度は大学において、経常費補助金に加え、
国が重点的に支援するスーパーグローバル大学等事業、大学教育再生加速
プログラムなどの特別補助金を獲得することができました。

補助金

事業活動収入　20,598

有形固定資産
特定資産
その他の固定資産
流動資産
固定負債
流動負債

基本金

土地、建物、機器備品、図書など。
各種引当特定資産
敷金・保証金、長期貸付金など。
現金・預金、未収入金など。
長期借入金、退職給与引当金など。
短期借入金、前受金、未払金など。
学校法人が、諸活動の計画に基づき必要な資産を、
継続的に保持するために組み入れた資産や資金の額。

人件費

教育研究経費

管理経費
その他

基本金組入額

支出 （単位：百万円）

事業活動支出＋基本金組入額　22,956
資産の部 負債及び純資産の部
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学費
15,177

手数料
1,168

寄付金
468

補助金
2,369

その他
1,416

人件費
8,591

教育研究経費
8,296

管理経費
1,473

その他
235

基本金
組入額
4,361
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